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はじめに 

近年の都市化や核家族化の進展、価値観の多様化や経済状況の変化など、社会構造の急激な

変化による「家庭教育が困難な社会」の中で、行政は家庭教育を積極的に支援するとともに、

学校・家庭・地域が連携して、社会全体で家庭教育を支えていくことが求められています。 

そこで、県立東部・西部社会教育研修センターでは、平成 24 年 3 月に、家庭教育支援のひ

とつの手法として､参加型学習を活用した「しまね学習支援プログラム『親学プログラム』」（以

下「親学プログラム」）を開発しました。同時に「親学プログラム」を進行するファシリテー

ターを養成する「親学ファシリテーター養成講座」を実施し、県内各地域で開催される「親学

プログラム」を活用した研修・講座等へ「親学ファシリテーター」を派遣してきました。「親

学プログラム」を活用した研修・講座の参加者からは、「気軽に子育てについて考えることが

できる」「親同士の関係づくりにも役立つ」といった声をいただいています。 

平成 25 年度からは、「親学ファシリテーター」の養成及び派遣を市町村主体に移行、各市町

村の実態に応じて進めていただくようにし、当センターは親学ファシリテーター養成講座から

フォローアップ研修、親学プログラム活用に関する情報収集、提供等、市町村の取組を積極的

に支援しています。 

さらに、平成 25 年度から３年間事業として、「親学プログラム２」の開発と地域人材の育成

事業に取り組みました。「親学プログラム２」では、「親学プログラム」がねらう“親とわが子

の関係性”における気づきのみならず、“他の子・他の親・学校・地域等との関係性”における気

づきに重点をおき、「親学プログラム２［試行版］」を経て、平成 27 年度に「親学プログラム

２［実施版］」を完成させました。 

このような経緯で当センターが開発した「親学プログラム」「親学プログラム 2」が、市町村

等で広く活用されることをめざして、ここに「親学プログラム」「親学プログラム２」に関わ

る基礎的な知識や活用事例など、参考となる情報をまとめた活用の手引きを作成しました。 

この手引きが、市町村における「親学プログラム」「親学プログラム２」の普及・定着のた

めの取組の一助となり、市町村における家庭教育支援の取組がますます充実することを願って

います。 
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１ 「しまね学習支援プログラム」「親学プログラム」「親学プログラム２」って何？ 

  本県では、各地域で社会教育の取組が活発に行われています。そ

の取組の基盤となる住民の「学び」は、地域の公民館等によって支

えられています。その公民館等の職員から「住民が気軽に参加でき、

意見交換をしたり、仲間を増やしたりする学習活動を企画したい」

「簡単にできる参加型学習のマニュアルがほしい」といった声が以

前から当センターに寄せられていました。このような要望に応える

ために、当センターでは、地域のさまざまな課題に対応し、参加型

学習の手法を取り入れた「しまね学習支援プログラム」の開発に取

り組むことにしました。 

まず、平成19年度から開発に取りかかったのが、喫緊の社会的

な課題である家庭教育支援のための学習プログラムです。下記の表

のとおり、いくつかの試行版を経て、平成24年３月に完成したの

が「しまね学習支援プログラム 家庭教育支援を行う人のための親

学プログラム」（通称「親学プログラム」）です。 

さらに、平成25年度からは、文部科学省の事業『公民館等を中心

とした社会教育活性化支援プログラム』の委託を受け、「いじめや児

童虐待予防に対応した親向け学習プログラム」として新たな「親学プ

ログラム」である「親学プログラム２」の開発に取り組みました。そ

して平成26年度には、新たに20の学習プログラムを開発し、「親学

プログラム２［試行版］」として完成させ、試行実施をスタートしま

した。プログラムの検討修正を繰り返し、平成 27 年度には、「親学

プログラム２［実施版］」を完成させ、現在「親学プログラム」とセ

ットにした活用をすすめています。 

 

 

 

「親学プログラム」「親学プログラム２」開発の流れ 

H19 
「しまね学習支援プログラム 乳幼児の健やかな成長のための親学講座 

 ～標準進行マニュアル～［試行版］」完成 

H20 

「しまね学習支援プログラム 乳幼児の健やかな成長のために 

                     ～親学講座標準進行マニュアル～」完成 

※県内保育所、幼稚園、小学校、公民館、子育て支援センター、教育委員会等に配布 

H22 「しまね学習支援プログラム 親学プログラム［試行版］」完成 

H23 
「しまね学習支援プログラム 家庭教育支援を行う人のための親学プログラム」完成 

 ※県内保育所、幼稚園、小学校、公民館、子育て支援センター、教育委員会等に配布 

H26 

「しまね学習支援プログラム 親学プログラム２［試行版］ 

 ～いじめや児童虐待から子どもたちを守るために～」完成 

※県内教育委員会、関係機関、市町村担当者、社会教育主事、親学ファシリテーター等に配布 

H27 「しまね学習支援プログラム 親学プログラム２［実施版］」完成 

 

「親学プログラム」 
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２ なぜ家庭教育支援に「親学プログラム」なの？ 

家庭環境や親の価値観の多様化・地域社会の変化を背景として、子どもの育ちに関わる様々な

課題が指摘されています。こうした中、平成18年の改正により教育基本法に家庭教育支援が国

と地方公共団体の責務として明記されました。 

「つながりが創る豊かな家庭教育～親子が元気になる家庭教育支援を目指して～」（平成 24

年 文部科学省「家庭教育支援の推進に関する検討委員会」）によると、国および地方公共団体

が取り組むべき家庭教育支援の方策として次の４つが挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

①の具体的な内容として「親同士の学び合いや仲間づくりの機会を提供し、子育てへの自信や

対処能力を持たせることができるような、当事者の主体性を重視した、体験型・ワークショップ

形式の学習を工夫したプログラム」の作成が必要であると述べてあります。 

これに当てはまるのが、まさに「親学プログラム」「親学プログラム２」と考えます。 

 

 

３ 「親学プログラム」「親学プログラム２」の特徴は？ 

「親学プログラム」「親学プログラム２」は、乳幼児から中学生の親（保護者）を対象とした

学習機会（研修・講座・懇談会等）に活用できる学習プログラムです。参加型学習の様々な手法

を用いて、参加者同士が交流しながら、ともに活動することを通して、親（大人）としての役割

や子ども（子どもたち）とのかかわり方の気づき・親同士のつながりづくりを促すことをねらい

としています。 

「親学プログラム」は、７つのテーマに分かれた26のプログラムから、「親学プログラム２」

は、４つのテーマに分かれた20のプログラムからなっており、一つ一つの学習プログラムは「進

行表」「進行マニュアル」「ワークシート」で構成しています。 

各地域で家庭教育支援に携わる方々が、誰でも気軽に活用できるよう、「進行表」「進行マニュ

アル」に“時間配分”“留意点”“台詞”などを記載しています。また、「ワークシート」は、コピーし

て活用できるようにしています。また、これらの資料は、当センターのホームページにも掲載し

てしますので、プリントアウトして活用していただくことができます。 

ただし、プログラムは、あくまでも『標準』の形態で作成していますので、「学習のねらい」

「子どもの年齢」「参加する親（保護者）の人数や実態」「実施可能な時間」「会場」等に応じて、

場にあった形態を検討の上、ご活用ください。 

プログラムを作成される際には、社会教育研修センターにもご相談ください。 

 

①親の育ちを応援する学びの機会の充実 

②親子と地域のつながりをつくる取組の推進 

③支援のネットワークをつくる体制づくり 

④子どもから大人までの生活習慣づくり 
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４ なぜ、「参加型学習」「ワークショップ形式」なの？ 

家庭教育支援が、家庭や地域の意識・行動、社会的課題等に与える影響を評価・分析した『平

成 23 年度 家庭教育支援の効果に関する調査研究 報告書』（株式会社三菱総合研究所）の中

で、ワークショップや体験形式の家庭教育支援講座を経験した保護者と経験していない保護者を

比べた分析があります。 

分析結果では、下表にある調査項目の全てにおいて、経験した保護者群が、経験していない保

護者群に比して高い効果を示しています。 

 『平成23年度「家庭教育支援の効果に関する調査研究」報告書（概要版）』（P.9）、株式会社三菱総合研究所、平成24年 3月 

【調査項目】 

 あなたは、以下のような項目についてどの程度当てはまると思いますか。 

「子育てに必要な知識や意欲を有している」「子育てに対して悩みや不安、孤立感を感じる」「家

族で協力しながら子育てができている」「学校と協力しながら子育てができている」「地域とつ

ながりを持ちながら、子育てができている」「子育てに関して必要な情報を必要なときに入手

できている」「子育てに関して必要なときに身近な相手に相談できている」 

 

 あなたはお子様が通う学校での以下のような項目に関して、どの程度満足していますか。 

「日頃からの子どもについての先生との情報共有」「子どもの教育や子育てに関して悩んだと

きの相談のしやすさ」「保護者同士の交流の機会や協力関係」「学校と地域住民の交流の機会や

協力関係」 

 

 あなたは、子育てに関する地域のサポートに関して、どの程度満足していますか。 

「子育てに関する情報提供」「子育てに関する学習機会」「他の保護者との交流の機会・ひろば」

「子育てに関する電話相談や相談機関」「子育て経験のある人や専門家による訪問等の定期的

なサポート」「地域住民の子育てに対する協力」「地元企業や事業所等の子育てに対する協力」 

 

※ゴシック体は、特に有意差がみられたもの 
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５ 「親学ファシリテーター」ってどれくらいいるの？ 

ファシリテーターとは、参加者の積極的な参加を促し、参加者相互のコミュニケーションが円

滑に行われる環境をつくるために、「司会者」「支援者」「道化役」などの複数の役割を担う進行

役のことを言います。 

本センターでは「親学プログラム」の開発と同時に、プログラムを円滑に進行できる「親学フ

ァシリテーター」を養成する「親学ファシリテーター養成講座」を実施してきました。また、平

成26年度からは「親学プログラム２」に対応できるファシリテーターの養成講座も実施してき

ました。 

「親学ファシリテーター養成講座」では、平成 22 年～24 年度に、合計 274 名の「親学ファ

シリテーター」を県内の全市町村にバランスよく養成し、県立東部・西部社会教育研修センター

より修了証を授与しています。平成25年度以降は、各市町村が主体となって「親学ファシリテ

ーター養成講座」を実施し、本センターが研修の助言、支援する形をとっています。その結果、

新たに 587 名の方が講座を修了され、「親学ファシリテーター」は合計 861 名（令和５年３月

現在）となりました。 

 

【市町村別「親学ファシリテーター」養成者数】［令和5年3月現在］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 「親学ファシリテーター」でなければ「親学プログラム」は進行できないの？ 

「親学プログラム」「親学プログラム２」は、地域のどなたでも活用できるようにという意図

で開発しており、親学ファシリテーターでなければ活用・進行することができないというもので

はありません。ただし、「親学プログラム」「親学プログラム２」を円滑に進行するためには、プ

ログラムの意義やねらいをきちんと理解した上で、ファシリテーション（進行）の計画を立てる

必要があります。 

新たに「親学プログラム」を円滑に進行できる人材を養成する場合、あるいは、「親学ファシ

リテーター」の方を対象にしたフォローアップ、ブラッシュアップを検討される市町村は、企画・

計画段階から、本センターにぜひご相談・ご依頼ください。 
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７ これまでの「親学プログラム」「親学プログラム２」の活用状況は？ 

平成20年度からの「親学プログラム」を活用した研修・講座の開催数と参加者数の推移は次

のグラフのとおりです。 

 

「親学プログラム」「親学プログラム２」を活用した研修・講座の開催数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「親学プログラム」「親学プログラム2」を活用した研修・講座の参加者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
※開催数、参加者数とも本センターが把握している数です。このほか、実際には「親学ファシリテ

ーター」等が地域や現場で活用されている場合があります。 
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「親学プログラム」「親学プログラム2」を活用した研修・講座の場や機会 

 

 

令和 4 年度に「親学プログラム」「親学プログラム２」を活用した研修・講座がどんな場や機

会に開催されているかをまとめると次のようになります。 

 

 
 
 
 
 
 
 

研修で活用された「親学プログラム」「親学プログラム2」 

 

次に、平成22～令和４年度に、「親学プグラム」の26プログラム、「親学プログラム２」の20

プログラムのどのプログラムがどれぐらい活用されているかをまとめると次のページのグラフの

ようになります。「親学プログラム」ではすべてのプログラムが活用されていますが、プログラム

をアレンジして活用するケースも増えています。 
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８ これまでの特徴的な取組は？ 

現在では、家庭教育支援施策の中で、親学プログラムを積極的に活用しようとする市町村も増

えています。特徴的な取組を紹介します。 

 

（１） PTA研修、PTA懇談会、保護者会での活用 

【知夫村での取組】  

しまねの社会教育だよりNO.27より 
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（２） 職場で親学 

【島根県の取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しまねの社会教育だよりNO.24より 
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（３） 親学プログラムにひと工夫 

【出雲市での取組】 

しまねの社会教育だよりNO.33より 

 

 

 

【浜田市での取組】 

しまねの社会教育だよりNO.33より 
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（４） オンラインでの活用 

【知夫村での取組】 

しまねの社会教育だよりNO.33より 

 

 

 

（５） イベントの中で親学 

しまねの社会教育だよりNO.33より 
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（６） 福祉部局と教育委員会が連携した活用 

【川本町での取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しまねの社会教育だよりNO.23より 
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【吉賀町での取組】 

 

しまねの社会教育だよりNO.26より 

 

 

 

【江津市での取組】 

 

しまねの社会教育だよりNO.26より 
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（７） 親学ファシリテーターのスキルアップ・ブラッシュアップ 

 【出雲市での取組】 

しまねの社会教育だよりNO.30より 

 

 

 

 




